
UBX → POS（測位解ファイル）変換手順 

GNSS 観測データから POS ファイルを生成する方法 

 

1. 作業フォルダの作成 

 PC のデスクトップに「tsuboi/NO.1」フォルダと「tsuboi/BASE」フォルダを作成しま

す。 

2. UBX ファイルの取り込み 

 スマホのデータ管理画面から QuickShare を使って .ubx ファイルを PC へダウンロードし

ます。 

 ダウンロードした .ubx ファイルを「tsuboi/NO.1」フォルダへ移動します。 

3. 電子基準点データの取得 

 電子基準点データ提供サービスを開きます。 

 https://terras.gsi.go.jp/ 

 「観測データ取得」ボタンを押します。 

 地図から最寄りの電子基準点を選択します。 

 今回の例では電子基準点「姶良」を使用します。 

 左側の「ダウンロード」ボタンを押します。 

 観測時間帯を設定します。 

 例:2026 年 05 月 13 日 13:00 ～ 15:59 

 衛星:GRJE 

 RINEX Version:3.02 

 「任意時間のダウンロード」ボタンを押します。 



 ※ 観測終了後、約 1 時間経過後にダウンロード可能になります。 

 右上の「一括ダウンロード」ボタンを押します。 

4. ダウンロードファイルの準備 

 ダウンロードした ZIP ファイルを解凍します。 

 その中の 2 つの圧縮ファイルも解凍します。 

 「***.26o」ファイルの拡張子「.26o」を「.obs」に変更します。 

 「***.26n」ファイルはそのまま使用します。 

 ※ .26l、.26q、.26g ファイルは不要です。 

 作成した .obs ファイルと .26n ファイルを「tsuboi/BASE」フォルダへコピーします。 

5. 電子基準点座標の取得 

 基準点成果等閲覧サービスを開きます。 

 https://service.gsi.go.jp/kijunten/ 

 中央の「基準点検索入口」ボタンを押します。 

 「基本基準点を検索する」を選択します。 

 検索例:「鹿児島県姶良」 

 成果区分:「世界測地系（測地成果 2024）」を選択します。 

 座標例: 

 北緯:31°49′26″.6269 → 31.82406303° 

 東経:130°35′58″.5259 → 130.59959053° 

 標高:282.428 m 

 楕円体高:314.657 m 

6. OrbisNetSigma による変換 

 ここまでで変換準備は完了です。 

 OrbisNetSigma を起動します。 



 必要な設定を行い、変換処理を実行します。 

 変換完了後、POS ファイルが自動生成されます。 

 終了後は「×」ボタンを押して閉じます。 

7. POS ファイルの確認 

 「NO.1」フォルダ内の「project」フォルダを開きます。 

 POS ファイルが生成されていることを確認します。 

 

※ 本資料は GNSS 観測データから POS ファイルを生成するための操作手順書です。 
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変換終了 ×ボタンで閉じる 

 



 

 

NO.1 フォルダの中の project を開く 

 

 

 

 


